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-13: EXORCISM: a spectroscopic survey of young eruptive variables (EXor and 
candidates) 

-14: Large amplitude periodic outbursts and long period variables in the VVV 
VIRAC2-β database

-15: Initial Conditions for Star Formation: A Physical Description of the 
Filamentary ISM 

-16: Star Formation in the Central Molecular Zone of the Milky Way 

-17: Polarization from Aligned Dust Grains in the β Pic Debris Disk

-18: The SKA as a prebiotic molecule detector 



https://arxiv.org/abs/2203.11979v1

デブリ円盤β PicをALMA Band 7で偏光観測。
モデルとの⽐較から、放射トルクにより整列したダストからの偏光という
シナリオが良いと議論。

https://arxiv.org/abs/2203.11979v1


円盤全体を積分/ 空間分布を考慮した上で偏光率を算出
モデルとの⽐較から、偏光メカニズムを議論

灰⾊：ALMA観測から制約された偏光率
k-RAT: 放射由来の整列, B-RAT: 磁場由来の整列

観測で得られたダスト偏光⾓：短軸に整列



観測で得られたダスト偏光⾓：短軸に整列



k-RAT: 放射由来の整列 B-RAT: 磁場由来の整列



ダスト整列にかかる時間スケールのダストサイズ依存性



https://arxiv.org/abs/2203.09562v1

PPVIIのレビュー論⽂の⼀本。分⼦雲におけるフィラメント構造に関する最近の研究のレビュー。
最近の観測研究のまとめに加え、フィラメントの形成過程から星形成(の初期条件決定)における
重要性などを議論。
Filamentの幅問題についても少し突っ込んで議論されています。

https://arxiv.org/abs/2203.09562v1




フィラメント幅が0.1pcからずれた観測結果
→ 観測バイアス(beamサイズの違いなど) 

vs
(本当に)フィラメント幅が違うのか?



https://arxiv.org/abs/2203.11223v1

PPVIIのレビュー論⽂の⼀本。天の川銀河の中央分⼦雲帯(CMZ)の最近の観測・理論研究をレビュー。
物質の循環や星形成過程の描像を議論。

https://arxiv.org/abs/2203.11223v1




銀河系中⼼部

天の川銀河と遠⽅銀河のCMZのガス質量・密度・
星形成効率等の⽐較



https://arxiv.org/abs/2203.00534v1

SKAでの複雑な有機分⼦(糖などの⽣命関連分⼦)の観測可能性を簡潔に紹介。

https://arxiv.org/abs/2203.00534v1




https://arxiv.org/abs/2203.03313v1

EXor型星: 磁気圏降着率の変動に伴う光度変動を起こす前主系列星
2014年から2019年にかけて11天体の可視光・近⾚外線分光サーベイ(Hαや[OI] 6300Å含む)を⾏い、
光度変動や質量降着率、(アウトフローによる)質量損失率の時間変動を調べた。
Hα, [OI]の強度⽐の変動の⽐較から、質量降着率の変動>質量損失率の変動を算出。

https://arxiv.org/abs/2203.03313v1


https://arxiv.org/abs/2203.08681v2

The VISTA Variables in the Via Lactea (VVV) サーベイ(2010-2019)で銀河バルジや
南側円盤⾯の近⾚外測光が実施された。
その中から明るさ変動の周期が⻑い(周期10⽇以上)ものや変動振幅が⼤きいもの(Ksバンドで1.5等)
を選んだ上で、YSO候補と判定されるものを抜き出しその変動の特徴などを報告。

https://arxiv.org/abs/2203.08681v2

